
－ 169 －

地域安全科学部門　危機管理・災害復興分野

遠隔避難者の状況に関する継続的調査

雲尾　周

1.　はじめに

　本報告は，311被災者支援研究会の調査活動の概要を記すものである．東日本大震災は，被災地が広

範囲に及んだと同時に，大勢の人たちが被災地を離れ広域に避難したことが特徴である．数名の有志が，

ふるさとを離れて遠隔地に避難した人が最も多い新潟県に着目し，震災から1週間が過ぎた段階で「ど

うして遠くまで避難したのか」緊急の聞き取り調査を行った．この調査の結果，被災者を支援するため

にも継続的に調査を続けることが必要との認識のもと「311被災者支援研究会」を立ち上げた（設立総

会は2011年6月19日）．2010年度（2011年3月）の活動である上記聞き取り調査も含め，311被災者支援研

究会とNHKとの共同で行った全7回の調査については昨年度の報告で記した．本報告においては，第8

回調査（震災1年半調査），第9回調査（同1年9か月調査）および第10回調査（同2年調査）について素描

する．調査結果は，NHKの番組内で随時公表され，また一部はNHKのホームページでも確認できる．

研究会自体のホームページは，2012年度当初において構築中である．

　また，「311被災者支援研究会　一周年記念公開フォーラム：東日本大震災1年～忘れない」を下記の

ように開催した．

日時：2012年6月16日（土）14：00～17：00

会場：早稲田大学芸術学校シルマンホール

開会の挨拶：311被災者支援研究会 会長　新潟大学准教授　雲尾周

活動報告：東日本大震災から1年　調査から見えてきたこと

　　　　　～311研調査結果から避難住民が抱える問題を概観～

　　　　　　　　　　　　　　　発起人・NHK解説主幹　早川信夫

第1部：福島県の現状を知るための基調講演

　「放射線への不安をどう考える」　副会長・医学ジャーナリスト　植田美津恵

第2部：世代を超えて～たすきリレー

　シニアから学生まで各世代の会員が定例調査などで知り合った被災者の思いを語る

第3部：パネルディスカッション「被災者支援の現状と課題」

　＜パネリスト＞

・村上岳志氏（新潟NPO協会・ふくしま新潟県内避難者の会 代表）

・天野和彦氏（福島大学 特任准教授）

・岩﨑大樹氏（福島県中地域NPOネットワーク 理事）

　＜コーディネーター＞

・西川龍一（NHK解説委員）

閉会の挨拶：発起人代表・玉川大学教授　小松郁夫

主催　311被災者支援研究会
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後援　早稲田大学芸術学校
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2.　調査の概要

　第8回調査は，「1年半調査」であり，2012年8月29日～9月11日（福島については数日延長）に行い，

新潟県への避難者118人，福島県内での50人，山形県内への避難者31人から回答を得た．質問項目は共

通で大問15からなる．現地での聞き取りと電話による聞き取り調査を併せて行っている．

　第9回調査は「1年9か月調査」であり，2012年12月6日～19日に行った．電話による聞き取り調査を中

心に，一部，現地調査も含まれる．質問項目は大問7からなり，いつもの調査よりも軽量化を図っている．

頻繁で大部の調査は負担が大きいが，2年調査へのつなぎの意味をもたせることもあって，必要最小限

に絞ってのものである．新潟県で108人から回答を得た．

　第10回調査は「2年調査」であり，2013年2月21日～3月8日に行った．質問項目は大問13からなる．電

話と訪問による聞き取り調査を行い，新潟県内避難者で126人，福島県内避難者で100人から回答を得た．

3.　調査結果

　各回の調査結果の詳細を記す紙幅はないが，概要は下記サイトに掲載されている．

（第1回）～（第7回）　略（前号に掲載）

（第8回）1年半調査　NHK解説委員室　解説アーカイブス　くらし☆解説「遠隔地避難　長期化の中

で」2012年9月19日（水）　早川信夫解説委員　http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/131839.html

（第9回）1年9か月調査　同「孤立する原発事故からの避難者」2012年12月28日 （金）　 早川信夫解説

委員　http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/142754.html

（第10回）2年調査　同「原発からの避難　揺れる思い」2013年3月15日 （金）　 早川信夫解説委員

　　　http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/149437.html

4.　まとめ

　第10回調査の結果から，この先の住まいへの不安，ストレスが蓄積疲労になっていること，将来への

迷いという3点の大きな問題が明らかとなった．

　今後も311被災者支援研究会会長として，会員およびNHKと協力して継続的に調査を行い，遠隔避難

者の状況を発信していきたい．


